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段階施工について 
石狩川上流河床低下対策工の施工は６年間で完成させることを想定しており、段階的に対策工

を完成させる予定となっています。 
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段階施工予定縦断図 
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高水敷掘削箇所 

覆礫箇所（低水路内） 

【施工断面図 覆礫＋高水敷掘削箇所】 

50cm Elrock=115.88m 

段階施工標準断面図 

【施工断面図 覆礫＋砂州掘削箇所】 

砂州掘削箇所 

覆礫箇所（低水路内） 

約60cm 

【平成26年度施工箇所】 

【平成27年度施工箇所】 
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施工手順（施工前～覆礫その１） 
施工前の状況 

覆礫その１ 

①仮水路掘削 

②土のうを設置し
流水を仮水路へ 

④ドライ状態の
河道へ覆礫 

H26年度施工区間 

H26年度施工区間 

③砂州を掘削 
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平成26年10月25日撮影 

平成27年1月6日撮影 
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施工手順（覆礫その２～Ｈ２６年度施工区間完成） 
覆礫その２ 

①仮水路掘削 ②土のうを設置し流
水を仮水路へ 

④ドライ状態の
河道へ覆礫 

※仮水路は埋め
戻し 

H26年度施工区間完成 

土のうを撤去し
仮水路は埋め戻

して完成 

H26年度施工区間 

H26年度施工区間 

③砂州を掘削 

花
咲
大
橋 

花
咲
大
橋 
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施工時の配慮・確認事項 

H26年度施工区間 

大型土のう・ノッチタンク・沈砂池を設置したうえで端部の土砂撤去 

河床低下対策工の施工において、以下の点についての配慮と確認を行っています。 

・地域住民へのわかりやすい工事説明看板の設置 ・濁水対策 
 仮水路の上下流端は通水時の土砂撤去に伴い濁水が生じるため、本川と接する
箇所に大型土のう・ノッチタンク・沈砂池を設置したうえで土砂撤去しています 

 

・産卵防止ネット敷設 
 わずかに点在している砂礫床に工事開始前の産卵を防ぐために「産卵防
止ネット」を敷設しました 

・伏流水の確認 
 施工時には伏流水の湧出についても確認しています 


